
退職・転勤のごあいさつ 
 病理診断部を３月いっぱいで退職・転勤するスタッフからのご挨拶です。 
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◎細胞診 

◎免疫組織化学（IHC） 

◎組織診 ◎電子顕微鏡検査 

◎剖検（病理解剖） 

◎遺伝子検索    

病理診断部  業務実績報告（201４年1月～12月）     

■平成26年において増加傾向を示したものは、術中迅速診断（814件）、剖検診断（46件）、  
 免疫組織化学（2,165件）、遺伝子検索（25件）でした。 
■組織診においては、未染スライド薄切枚数が例年より増加しました（27,381枚）。また免 
 疫組織化学検査は、分子病理の分野としてさらなる発展が予想されます。 
■剖検（病理解剖）は、定期的な病院CPCの開催、学生講義、臨床実習（BSL）、研修施設・ 
 教育施設認定など、多方面に大きく貢献しています。 

◎蛍光抗体法 

 検体受付および剖検受付時間 

  ８：３０ ～ １７：１５ （内線 ２２５７） 

  注）土・日・祝祭日は剖検のみ受付（内線 ２２５７ or PHS １８２１８） 

 件数           18,753件 

 迅速件数           231件 

 総染色枚数      41,675枚 

 IHC件数 2,165件 

 IHC染色枚数 11,578枚 

 ER or PR件数 428件 

 Her2件数 443件 

 FISH*件数 55件 

 件数 271件 

 うち 
さいたま医療センター 

92件 

 件数 229件 

 うち 
さいたま医療センター 

92件 

 件数 46件 

 うち院外剖検 3件 
 件数 25件 

 3月31日をもって、自治医科大学附属病院を退職することになりました。 
4年前に栃木に来た当初は、初めての社会人生活、初めての一人暮らしと初
めてのことだらけで戸惑うばかりでしたが、あたたかい職場の方々のおかげ
でとても楽しく充実した4年間を送ることができました。本当にありがとう
ございました。 
 4月からも新しい地で、病理部の臨床検査技師として業務にあたります。 
自治医大で積ませて頂いた様々な経験を活かし、がんばります！ 
4年間大変お世話になりました。 

松本 祐弥 技師 

今田 浩生 先生  

 4年を過ごした自治医大を、3月31日をもって退職することになりました。
最初は本当にまったく何もわからない状態から病理をはじめ、4年間かけてよ
うやくスタート地点に立てたような感じがしています。病理診断部のスタッフ
および臨床各科の先生方には貴重なアドバイスを頂き、またご迷惑をおかけし
ました。全ての方々に直接伝えることは叶いませんが、この場を借りて御礼お
よびお詫び申し上げます。 
 自治を離れますが、志高く仕事をしていれば、またいつか皆様と出会える日
が来るかもしれません。その際に恥じぬよう、また病理診断は治療方針の重要
な柱であることを肝に銘じ、さらなる研鑽を行っていきたいと思います。 
 
 

*蛍光 in situ ハイブリダイゼーション 
 IHC：免疫組織化学 

斎藤 倫寛 先生  

 病理研修のため東邦大学医療センター大橋病院消化器内科から出向し、この
度帰局する事になりました。2年間、ご指導いただいた病理診断部の先生方、
スタッフの方々や臨床の先生方には深く感謝申し上げます。疾患の分類にうま
く当てはめる事のできない症例も多いという事を経験し、そのグレーゾーン的
な所を臨床と病理でもっと共有できれば、よりよいマネージメントができるの
ではないかと考えています。4月から、臨床と病理の架け橋として精一杯がん
ばります。 

田村 聖月 技師 

佐々木 典子 秘書 
 ８年間在籍させて頂き、至らぬ私をご指導頂き有難うございました。縁あって 
４月からは臨床腫瘍部にお世話になります。今後とも宜しくお願い致します。 

 件数 14,681件 

 作製ブロック数 69,229個 

 HE染色枚数 118,242枚 

 特殊染色枚数 28,893枚 

 術中迅速診断件数 814件 

 術中迅速診断ブロック  
 作製個数 

1,516個 

 センチネルリンパ節診断  
 件数 

206件 

 センチネルリンパ節診断  
 ブロック作製個数 

457個 

 未染スライド薄切枚数  
 （実習用含む） 

27,381枚 

 あたたかい職場と恵まれた環境の中で、病理検査に携わることができ、
このような職場と巡り合えたことに深く感謝しております。周りの方々に
助けていただいたおかげで、貴重な経験を積ませて頂きました。4月から
は、附属さいたま医療センターで、向上心を忘れずに、頑張りたいと思い
ます。7年間大変お世話になりました。心より御礼申し上げます。 


